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Fig. 1. Arachniodes ρseudo repens (type) 
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毛以外では共通点をもつか

というとかならずしもそう

ではなく， 根茎， 鱗片， ソ

ーラスの位置， 葉宜， 葉の

わかれ方などにおいては，

A. amabilis は A. ama­

bi/is var. yakusimensis,

A. Hekiana, A. okinaw­

ensis と， A. festina は

A. standishii と近縁なも

のとされている。 カナワラ

ビ属の包膜はすべて円腎形

であり， 近縁のイノデ属と

の区別に大きな特徴となっ

ているが， カナワラビ属内

においても包膜の形質は注

目すべきであろう。従来，

日本においては包膜に辺毛

をもつものが， A. amab­

ilis のみであったため， 議

論しにくかったが幸いにも

今回発表した A. ρseudo­

repe仰には 辺毛があるの

で， 包膜がカナワラビ属内

における種の系統の解明l乙役立つかどうか今後検討したいと思う。 と乙ろで著者は， 1968

年， 1969年と2回， 屋久島へ採集をこ乙ろみている。 1969年の屋久島行きは， Dr. A. 

SLEEP のお手伝いで， 彼友がBritish Museum l乙屋久島産の標本を送る乙とが目的で

あり， 6月22 日～7 月 2日まで滞在し， 約150種類のシダ植物を採集した。 タイフ
。

標本は

その際探集したものである。

最後に日頃， 御指導いただいている合国悟先生ならびに東京大学農学部森林植物学教室

のみなさまにおお礼申し上げるとともに， 屋久島での採集のおり， 色々と便宜を与えてい

ただいた熊本営林局下屋久営林署長， 島［1] 克也氏ならびに暑のみなさまに感謝の意を表

する次第である。
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